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注 ：         は、交換する部品を示す 

注 ：         は、加工する部位を示す 

 

 
 

サービスフードにおいて、ロック機構の設計が不適切なため、高速走行時に空気の抵抗によって、当該フー

ドを押し上げる力が働き、サービスフードを固定するつめが破損することがある。そのため、サービスフー

ドが外れ、他の交通を妨げるおそれがある。 

 

 

 

改善の内容 
 

全車両、フードロックを対策品に交換する。また、サービスフードのフードロック受け部にリセス（くぼ

み）がない車両には、加工してリセスを追加する。 
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